
凡 例

深川・留萌自動車道
延長49.0ｋｍ

留萌管内のホタテ出荷状況

資料：留萌開発建設部調べ

稚貝ルート凡例
：宗谷・オホーツク方面
：道東方面

根室
400t/年

道東方面
成貝生産地

宗谷
オホーツク海側
ホタテ成貝生産地

留萌管内
ホタテ稚貝・半成貝

生産地

紋別
1,100t /年

稚内 2,700t/年

猿払
1,500t /年

枝幸
500t /年

雄武
1,100t /年

遠距離の
道東生産地へ供給

留萌管内海域の
海流・地形は

稚貝生育に好条件

稚貝出荷から放流までのスケジュールの変化

資料：H6道路交通センサス、H27全国道路・街路交通情勢調査

8時間50分

新星マリン漁協～野付漁協

良質な状態で
当日に放流可能
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5時間50分 野付

12:50～16:20

留萌

7:00~10:30

180分短縮

留萌産ホタテ稚貝の道東への出荷量

留萌大和田IC～
留萌IC
延長4.1km

(令和2年3月28日開通)
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資料：海面漁業生産統計調査

留萌産稚貝の出荷状況
▼全国のホタテ稚貝生産量

浜頓別
1,700t /年

高規格幹線道路の整備により、留萌から野付までの輸
送時間が短縮したことで、稚貝が陸揚げされてから放流さ
れるまでの時間が短くなり、生存率が向上しています。

ホタテの稚貝の約５割は、留萌管内から道内各地へ供給されています。
ホタテの生産地である野付漁協（別海町）では、留萌産稚貝を約５割利用しています。深
川・留萌自動車道の整備により速達性が向上し、当日輸送が可能となることで、良質な状
態で稚貝の放流が可能となり、近年では、成貝生産量が増えています。
深川・留萌自動車道等の高規格幹線道路ネットワーク整備が、北海道ブランドのホタテ
産業を支援しています。

（年）

▼道東方面（別海・根室）における
ホタテ成貝生産高の推移 野付（別海）

2,600t/年
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資料：北海道水産現勢

約20年間で2倍以上に増加

北海道ブランドのホタテ産業を支援

深川・留萌自動車道 留萌大和田IC～留萌IC
令和２年３月２８日 開通

声 【野付漁業協同組合】

ホタテ稚貝方面別入荷量
(野付漁協)

羅臼漁協
22.2％

網走漁協
28.5％

留萌管内
漁協

45.2%

小樽市
4.1%

留萌産稚貝
約5割

H30年度
稚貝入荷量
2億5,650
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より遠方への
出荷量が増加

資料：留萌開発建設部調べ

留萌
47％

オホーツク
24％

その他道内
28％

道外 1％

H29年度
ホタテ稚貝
生産量

23億5298
万粒

留萌産稚貝は
全国シェアの
約5割

道東
26%

宗谷
55%

H29年
留萌産

稚貝出荷量
11,511t

オホーツク
19%

留萌から道東への
出荷量は約3割

資料：
留萌開発建設部調べ 資料：留萌開発建設部調べ

遠別地区

遠別漁協

初山別地区
羽幌地区
苫前地区

北るもい漁協

小平地区
新星マリン漁協

増毛地区
増毛漁協
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